
 

第２回 神明（明石川等）地域総合治水推進協議会の主な意見と対応 

 

 

会議名 開催日時 出席者 場所 

第 2回協議会 
平成 26 年 12 月 19 日（金） 

10：00～12：00 
8 名 

明石市立文化博物館 

大会議室 

 

項目 意見等 対応等 

第 1 回協

議会、第 2

回ワーキ

ングでの

主な意見 

避難所での備

蓄品の提供 

お年寄りが水や食べ物を持って避難

することは難しいため、備蓄品の提供

を考えてほしい。 

明石市の防災部局で検討を行

う。また県としてどのような支

援できるか考えていきたい。 

避難所の看板 避難所を示す看板が非常に見にくい

ため、ＰＲをかねてモデル的にわかり

やすい看板を作ってほしい。 

減災対策 アンケート調

査 

 

アンケートの未回答者に、再度アン

ケートの提出のお願いはしたのか。 

未回答者に対して、再度アンケ

ート調査を実施した。 

地域別のアンケート結果の特性に

ついて教えてほしい。 

再度のアンケート調査の結果

を含めて、地域性について整理

を実施する。 

消防団、自治会等のリーダーを対象

としたアンケート調査であること

を記載してほしい。 

各団体のリーダーを対象とし

たアンケート調査であること

を明記した。 

自由意見に対する返答はどのよう

に考えているのか。 

必要な項目については市との

協議のもと個別に返答を実施

中。 

訓練等で活用

する資料 

訓練等で活用できる被害状況につい

て視覚に訴える資料がほしい。 

入手可能な動画について整理

を行い、提供する。 

民間との連携 民間の「万代百貨店」に 2階の駐車場

を避難所として開放してほしいと打

診している。 

今後の経過をフォローアップ

する。 

西新町に建設中の総合病院では、緊急

時の臨時の避難所となることに了解

をもらっている。 

啓発活動の継

続 

1 度や 2 度の集会だけではなく、防災

訓練の体験を通じて広く啓発を実施

していく必要がある。 

情報の伝達 骨子に「モニタリングカメラ」という

固有名詞を入れてほしい。 

概要版に「神戸市モニタリング

カメラシステム」について記載

した。 

注意喚起看板 朝霧川、明石川では、河川利用者に対

して洪水による急激な増水について

注意喚起看板を設置しており、その紹

介をしてほしい。 

ゲリラ豪雨の検討で、注意喚起

看板の写真を掲載した。 
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